
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號
 
昭
和
六
十
三
年
十
二
月

浄

土
経
典

の
中

国

化

の
性
格

-
大
阿
弥
陀
経
を
中
心
と
し
て
-

朝

山

幸

彦

漢
訳
浄

土
経
典
の
一
部
分
の
中
国
選
述
説
や
訳
文
の
言
句
の
中
国
文

献
か
ら
の
引
用

の
事
実
か
ら
、
浄
土
経
典
の
中
国
化
は
、
ほ
ぼ
ま
ち
が

い
な
い
。
そ
の
漢
訳
浄
土
経
典
の
中
、
大
阿
弥
陀
経
を
特
に
中
心
に
と

り
上
げ
る

の
は
、
原
始
浄
土
思
想
を
究
明
す
る
た
め
の
重
要
な

一
資
料

と
目
さ
れ

て
い
る
外
に
、
特
異
な
性
格
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
大
阿
弥
陀
経
が
、
支
謙
訳
経
群

の
中

で
は
現
存
梵
蔵
と
全
く

か
け
離
れ
て
い
る
点
と
、
五
存
の
無
量
寿
経
群
の
中
で
は
、
平
等
覚
経

や
魏
訳
大
無
量
寿
経
に
比
べ
て
も
、
道
徳
性
を
強
く
帯
び
て
い
る
こ
と

は
指
摘
ず

み
で
あ
る
。
更
に
大
阿
弥
陀
経
は
、
支
謙
訳
の
阿
弥
陀
仏
浄

土
言
及
経
典
七
訳

の
中
で
、
(
1
)
すべ
て
が
阿
惟
越
致
を
い
い
、
無
生
法

忍
が
あ
る
の
に
、
大
阿
弥
陀
経
だ
け
に
は
無
生
法
忍
が
な
く
、
(
2
)
すべ

て
が
無
上
正
等
覚
を
い
う
の
に
、
大
阿
弥
陀
経
だ
け
に
は
無
上
の
な
い

三
耶
三
仏
檀
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
特
異
性

の
理
由
が
、
支
謙
の
訳
経

の
仕
方
の
特
色
、
変
容
の
傾
向

の
中
に
見

い
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

支
謙
は
二
十
二
経
漢
訳
し
た
と
さ
れ
る
が
、
今
回
は

「
大

明

度

経

と

A
s
t
a
s
a
h
a
s
r
i
k
a
p
r
a
j
n
a
p
a
r
a
m
i
t
a
」
「

維
摩
詰
経
と
準
原
典
蔵
訳
や
羅

什
訳
、
玄
契
訳
」
「大
阿
弥
陀
経
と
 S
u
k
h
a
v
a
t
i
v
y
u
h
a
」

の
比
較
や
他

の
支
謙
訳

の
資
料
か
ら
、
訳
文
の
変
容
の
傾
向

を
指
摘
し
、
そ

の
性
格

を
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
謙
訳

の
原
本
変
容
の
性

格
は
、
そ

の
後

の
中
国
浄
土
経
典
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ

の
ま
ま
浄
土
経
典
の
中
国
化

の
性
格
を
示
し
て
い
る
も

の
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
性
格
を
便
宜
上
、

四
項
目
に
ま
と
め
る
。

〔
一
〕
階層
的
、
構
造
的
な
変
容
の
傾
向
。

(イ
)
 
大
明
度
経
 (大
正
八
・
四
九

四
下
)
「仏
は
言
う
。
(イ
)
逮得
禅
者

の
如
く
不
動
不
揺
な
り
。
(
ロ
)
応
儀
地

の
如
く
、
の
縁

一
覚
地
の
如
く
、
(
ニ
)
仏
地
の
如
く
、
(
ホ
)
本無

の
如
く
終

に
不
動
な
り
。
(
1
)
仏は本
無
を
説
く
。
聞
者
よ
、
(
2
)
非
虚
空
に
し
て
、

(3
)
本無

は
不
言
な
り
、
(
4
)
本
無
は
是
れ
所
有
な

り
、
(
5
)
本
無
の
本
の
如

し
、
亦
(
5
)
、
非
と
言
わ
ず
。
(
へ
)
 
聞
己
し
た
如
く
、
(
ト
)
 
若
し
余
処
に
於
て

転
じ
て
、
(
チ
)
 
聞

き
終
り
、
(
リ
)
 

疑
わ
ず
…
…
」

に
対
応
す
る
原
文
は
、
A
.

P
.
 (V
a
i
d
y
a
 
本
 
p
.
 
1
6
1
-
)
 bh
a
g
a
v
a
n
 

a
h
a
-
y
a
 

Ca
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b
h
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t
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k
a
r
o
t
i
,
 

n
a
 v
i
c
i
k
i
t
s
a
t
i
…
…
と

あ
る
。
梵
漢
の
各
傍
線
部
分
は
対
応

す
る
。
前
半

の
(イ
)
-
(
ニ
)

ま
で
は
梵
漢

一
致
す
る
も
、
(
ホ
)
の
本
無
の
部
分

は
A
.
P
.に
な
く
、
後
半
(
ヘ
)
-
(
リ
)

も
梵
漢

一
致
す
る
。
中
間
部
(
1
)
-
(
6
)

は
、
梵
漢

一
致
せ
ず
、

漢
訳
は
本
無

の
内
容
説
明
を
し
て
お
り
、A
.
P
.

は
空
の
内
容
を
具
体
化
し
て
い
る
。
支
謙
は

A
.P
.
 の
中
間
部
を
改
変

し
て
、
本
無

の
実
体
性
を
割
り
こ
ま
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
A
.P
.
 が

凡
夫
地
は
真
相
で
あ
り
、
声
聞
地
も
真
相
で
あ
る
等
と
し
て
、
階
層
性

の
枠
を
は
ず
し
、
空
的
考
え
方
を
意
味
す
る
の
に
、
支
謙
訳
は
各
地
を

不
動
 
(不
揺
)
 と
し
て
固
定
的
に
読
め
、
か
つ
仏
地
よ
り
上
に

「荘
子
」

至
楽
篇
か
ら
の
本
無
を
最
上
位
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
序
列
化
と
固
定

化

へ
の
改
変
で
あ
り
、
仏
教

の
仏
地
よ
り
中
国
の
本
無
を
最
上
位
に
加

え
て
い
る
。
こ
の
本
無
は
後
に
般
若
空
三
義

の
中

の
本
無

の
原
初
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
(
ロ
)
大
阿
弥
陀
経
 
(大
正
一
二
)
 の三
〇
四
下
-
三
〇
五

上
文
と

S
.V
.
 二
〇
章
と
は
だ
い
た
い
対
応
す
る
。
S
.
V
.
 で
は

「
天

と
人
と
の
区
別
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
で
空
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
浄
土

人
と
他
化
自
在
天
と
は
同
じ
と
い
う
。
漢
訳
は

「
世
俗
で
王
と
乞
食

に

面
目
の
美
醜

の
差
が
あ
る
の
を
は
じ
め
、
浄
土
人
と
天
と

も

差

が

あ

る
」
と
い
う
。
面
目
を
規
準
に
し
た
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
願
文

に

「
漢
書
」
谷
永
杜
鄭
伝
か
ら
五
事
を
と
り
入
れ
、
そ
の
貌
が
魏
訳
の

讃
仏
偶
の
中
で
梵
文
を
顔
 (光
顔
、
容
顔
)
 と
改
変
し
、
強

調

し

て

い

る
。
漢
訳
で
は
、
乞
食
 
<王
 
<遮
迦
越
王
 
<第

二
天
王
 
<
第
六
天
王

<
阿
弥
陀
仏
国
辺
住
者
 
<浄
土
人
の
順
で
段
階
的
に
面
目
が
勝
れ
て
い

る
と
し
、
第
六
天
は
他
化
自
在
天
で
あ
る
か
ら
、
漢
訳
で
は
浄
土
人
の

面
目
は
S
.
 V
.
 の
よ
り
二
位
も
上
位
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
浄

土
人
と
浄
土
辺
住
人
と
は
差
別
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
上

下
に
序
列
的
に
改
変
さ
れ
、
か
つ
中
心
と
辺
地

の
差
別
意
識
が
反
映
し

て
い
る
。
そ
れ
が
遮
迦
越
王
の
越

に
表
わ
さ
れ
、
十
三
他
方
仏
国
の
察

の
六
他
方
仏
土
名
に
採
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
中
国
の
歴
史
上

の
中
央
で
な
く
辺
地

の
国
名
か
ら
き

て
い
る
。
中
心
地
は
ど
こ
か
。

の
大
阿
弥
陀
経
の
空
や
無
的
境
位
を
表
わ
す
中

国
的
表
現
に
は
、
階
層

的
構
造
的
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。
空
的
な
内
容
を
表
わ
す
無
所
適
莫
は
常

に
二
次
的
で
あ
る
。
三
例
あ
る
が
、
出
典
箇
所

の
み
示
す
と
、
(
1
)
三
〇

二
中
 
(成
仏
時
で
な
く
、
法
蔵
菩
薩
時
)
。
(
2
)
三
一
〇

上
 
(上
輩
で
な
く
中

輩
者
)
。
(
3
)
三
一
一
下
 
(浄
土
内
で
の
求
道
時
)
 と
あ
る
。

こ
の
無
所
適
莫

は

「論
語
」
里
仁

の
出
典
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
境
位
を
示
す
第

ハ

ニ
シ
テ

ニ

一
義
的
な
中
国
的
表
現
は
、
大
阿
弥
陀
経
の
場
合

「
自
然
無
為
、
虚
無

シ

ニ
シ
テ

ナ
リ

へ

空
立
、
恢
安

無
欲
」
の
無
的
言
句
等

で
あ

り
《
そ

の
出
典

は

「
荘

浄
土
経
典
の
中
国
化
の
性
格
 
(朝

山
)
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浄
土
経
典
の
中
国
化
の
性
格
 (朝

山
)

子
」
刻
意
篇
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
無
所
適
莫
は
支
謙
訳
の
維
摩

詰
経
、
大
明
度
経
、
太
子
瑞
応
経
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
自
然
無
為

等

の
言
旬

は
維
摩
詰
経
、
大
明
度
経
、
本
業
経
に
も
共
通
に
あ
る
。
そ

し
て
空
的
よ
り
上
に
無
的
境
位
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
も
構
造
的
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
は
前
述
の
本
無
最
上
位
と
同

一
思
考
だ
。
(
ニ
)
維摩詰
経
が

固
定
的
、
二
項
構
造
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、
(
r
n
a
m
-
p
a
r
)
 

m
i
-
r
t
o
g

を
以
浄
観
垢

へ
と
改
変
し
た
り
、
上
知
>
下
愚
の
固
定
化

へ
の
変
容

の

中
に
見
ら
れ
る
 (印
仏
研
、
34
号
の
2
拙
稿
参
照
)
。

〔
二
〕
中国
的
道
徳
性
の
補
完
。
(
イ
)
大阿
弥
陀
経
が
宗
教
性
と
は
別
に
道

徳
的
傾
向
が
強
く
、
道
徳
的
意
図
を
も
ち
、
そ
れ
が
五
悪
段
に
連
な
る

こ
と
は
既
述
し
た
が
、
「論
語
」
と
の
結
び
つ
き

も

一
部

見

ら

れ

た

(印
度
哲
学
仏
教
学

一
号
参
照
)
。
(
ロ
)
同
、王

の
善
因
 
(三
〇
四
下
)
 は
梵

蔵

の
支
持
な
い
が
、
「
漢
書
」
谷
永
伝
の
王
者
の
善
行
と

一
致
す

る

こ

と
は
既
述
し
た
。
乞
食

の
因
は
仏
教
的
で
あ
る
。
の
同

「
仏
の
行
処
せ

る
郡

国

…
…
(
市
里
)
 は
孝
、

忠
、
礼
等
が
行
わ
れ
る
 (趣
意
)」
は
二

例
 (三
一
六
中
、
三
一
六
上
)
 あ
る
が
、

道
徳
は
大
部
分
が
中
国
の
徳
目

で
あ
り
、
発
想

の
パ
タ
ー
ソ
も
天
人
相
与
説
に
似
て
い
る
。
そ
の
上
用

語
も
、
秦
代

の
郡
県
制
で
な
く
、
漢
代
以
降
と
さ
れ
る
郡
国
里
制
が
反

映
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
以
上
支
謙
訳
の
経
典
群
の
中
で
、
部
分
的

に
道
徳
化

の
改
変
の
場
合
も
あ
る
が
、
大
阿
弥
陀
経
ほ
ど
全
体
的
に
道

徳
性
の
強

い
経
は
見
ら
れ
な
い
し
、
内
容
が
二
重
構
造
を
示
す
の
も
注

目
さ
れ
る
。

〔
三
〕
王制

へ
の
配
慮
と
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
。

ω
大
阿
弥
陀
仏
と
の
関

係
。
大
阿
弥
陀
経
で
は
、
王
が
乞
食
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
こ

と
は
前
述
し

た
が
、
「
帝
王
人
中
独
尊
…
…
尊

貴
独
王
」
(三
〇
四
下
)
 

と
も
さ
れ

て

い
る
。
亦
、
阿
閣
世
王
太
子
は
作
仏
可
 
(三
〇
三
中
)
 と

し
て
善
王
系
統
の
伝
記
を
採
用
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
S
.
V
.
と
は

か
け
離
れ
て
い
る
。
総
じ
て
大
阿
弥
陀
経
は
王

に
尊
崇
的
で
あ
る
と
ま

と
め
う
る
。
し
か
し
大
師
阿
弥
陀
仏

と

二
例
 
(三
〇
九
上
)
 あ
り
、
も

し
大
師
が
三
公
の
一
の
そ
れ
を
読
め
た
と
す
る
と
、
仏
と
王
と
の
関
係

を
示
す
例
証
と
な
ろ
う
。
読
み
方
に
よ
っ
て
は
体
制
内
の
仏
に
解
し
う

る
の
で
な
い
か
。
回

平
等
覚
経
の
讃
仏
偶
 
(大
正
一
二
、
二
八
〇
中
)
 で

は

「
王

中

の
王
 
(な
る
み
仏
)
 が
 (
n
a
r
e
n
d
r
a
r
a
j
a
)
 

一
切
諸
方
を
照
ら

ニ

ヲ

テ

ハ

ス

し
給
う
よ
う
に
」
(S
.V
.
)
 
を

「
処

々
人
民
見

一
切
皆
歓
喜
」
と
訳
し
、

「
一
切
の
生
け
る
者
ど
も

の
救
い
主
で
あ
る
仏

に
 (b
u
d
d
h
a
…
…
s
a
r
v
a
-

ノ

ヲ

ハ

ス

s
at
t
v
a
t
r
a
t
a
)
、

我

が

な

れ

る

よ

う

に
」

(S
.
V
.
)
 
を
「
一
切

諸

恐
惚

我
為

三

ト

ニ

獲

二
大

安

一」

と
訳

し
、

仏

が
最

高

の
救

済

王

で

あ

る

こ
と

を

表

わ

さ

な

い
。

の

魏

訳

大

無

量

寿

経

の
重

誓
偶
 
(
大
正
一
二
、

二
六
九
中
)
 で

は

「
(
1
)

我

は
…
…
最

高

の
生

け

る
者
 
(S
a
t
t
v
a
s
a
r
o
)
 

と

は
な

り

ま

せ

ん

よ
う

に

(
2
)
我は

人

々

の
中

の
宝

石

の
如

き

王
 
(
r
a
t
a
n
o
 

n
a
r
a
n
a
 

r
a
j
a
)
 

と

は
な

り

ま

せ

ん

よ
う

に
(
3
)
我は
力

あ

る
世

の
主
 
(b
a
la
p
ra
p
t
u
 
lo
k
an
a
t
h
a
h
)
 

と

ツ
テ

ズ

ゼ

ヌ

は
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
(
S
.V
.
)
 
を
、
す
べ
て

「誓

不
二成
正
覚

一」

と
訳
し
、
仏
が
最
高
の
世

の
王
で
あ
る
こ
と
を
さ
け
る
と
と
れ
る
。
以

上
は
現
世
の
王
に
対
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。
重
誓
偶

の
第
7
、
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10
、
11
順
で
も
同
様

の
例
が
あ
り
、
現
王
と
抵
触
し
な
い
よ
う
配
慮
が

な
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
仏
を
最
高
者
と
表
現
す
る
こ
と
を

避
け
、
王
は
独
尊
と
す
る
と
ら
え
方
は
、
大
阿
弥
陀
経
だ
け
が
、
無
上

正
等
覚
 
(仏
)
 と
せ
ず
、

三
耶
三
仏
檀
に
と
ど
め
た
考

え

方

と

一
致

し
、
か

つ
大
明
度
経
で
仏
地
よ
り
根
本
に
本
無
を
配
置
し
た
の
と
同
類

の
態
度
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
ニ
)
 

こ
の
王
体
制

へ
の
配
慮
は
統
治
的
発
想

へ
と
連
な
る
で
あ

ろ

う
。
大
阿
弥
陀
経
 
(
三
一四
上
)
 で

は

「
主
上
不

ニ
シ
テ

シ
テ

ヲ

ス

ト

ノ

ヲ

ス

ヲ

明
心
…
任
二
用
臣
下
。
…
為
二其
所
調
、
妄
う損
忠
良
賢
善
」

と
い
う
が
、

S
.V
.
 に
は
な
い
。
同

趣

旨
は
尚
書
、
礼
記
に
も
あ
る
が
、
支

謙

と

シ
ム
ト

ニ

ク

ヲ

レ

ノ

ほ
ぼ
同
時
代
の
諸
葛
亮
が

「
親
二
小
人
輔
遠
二賢
臣
、
此
後
漢
所
ご
以
傾

セ
ル

頽
一也
」
と
後
漢
の
現
実
と
結
び
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。
(
ホ
)
大
阿
弥
陀

経
の
五
悪
段
に
悪
因
苦
果
の
報
い
の
外

に
、
王

・
官

の
刑
法
牢
獄
の
得

禍
が
第

一
、
二
、
三
悪
段
に
い
わ
れ
二
重
性
を
示
し
て
い
る
が
、
維
摩

ノ

ノ

ハ

イ
テ

ヘ

ヘ

ヘ

ニ

ツ
テ

ヲ

ス

ヲ

詰
経
 (五
三
二
下
)
 で
は

「此
土
菩
薩
於
二
五
罰
世
一以
ご
大
悲
一利
ご
人
民
一」

と
あ
り
、

五
罰

の
世
と
い
う

の
は
他
三
訳
に
な
い
。
五
罰
は
尚
書

の
呂

刑
に
も
出

る
。
こ
の
王
体
制

へ
の
配
慮
と
秩
序
維
持
的
発
想
は
、
後

の

「沙
門
王
者
不
敬
論
」
の
問
題
と
関
わ

っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
更

ハ

シ
テ

シ

ヲ

ス

ヲ

に
、
上
か
ら
の
道
徳
で
あ
る
こ
と
は

「
君
率
化

為
レ善
、
教
二令
臣
下
」

バ

ク

ノ

ヲ

(ご二

六
上
)
 と
か

「
臣
欺
二其
君
一」
(一一二

四
上
)
 は
悪
と
い
う
等

の
言

句
が
諸
所

に
伺
わ
れ
る
し
、
五
悪
段
で
田
畑
六
畜

の
次
に

奴

碑

の
所

有
、
非
所
有
が
、
問
題
と
さ
れ
る
が
、
戦
力
、
物
と
し
て
の
奴
碑
が
教

化
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
。
更
に

ハ

ダ

ヘ

ヲ

支
謙
伝
 
(大
正
五
五
、
九
七
下
)
 の

「
呉
主
孫
権

…
甚
加
二寵
秩

一」
と
い

う
事
実
と
大
阿
弥
陀
経
の
王
体
制
内
的
発
想

の
傾
向
と
は
結
び

つ
く
こ

と
も
あ
り
う
る
。
以
上
が
も
し
首
肯
さ
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
大
阿
弥
陀
経

は
中
国
の
歴
史
的
、
実
際
的
実
情
に
制
約
さ
れ

た
性
格
を
も
も

つ
と
見

な
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
 
浄
土
 
(
o
r泥渣
)
 の
存
在
と
空
思
想
と
の
関
係
を
、
ど
う
把

握

し

た
か
に
つ
い
て
は
、
有

性

を

い
う
。
(
イ
)
大明
度
経
 
(四
八
〇
下
)
「吾

ベ
シ

シ
テ

ヲ

エ

シ

ノ

ヲ

ル

ヲ

リ

ノ

ノ

当
下
滅
二度

無
央
数
人
。
已
度
二
無
量
無
数
人
民

一皆
得
ご
泥
沮
。
知
二
其
無

ヲ

ヲ

法

一得

申
滅

度

上
也
。
」

に
対

応
す

る
原

文

は

A
.
P
.
 (p
.
 
1
1
)
 a
s
a
m
k
h
-

ca
 p
a
r
i
n
i
r
v
a
p
i
t
o
 

b
h
a
v
a
t
i
 

ta
t
 k
a
s
y
a
 

h
e
t
o
?
 

と
あ
る
。
傍
線
の

な
い
部
分
が
両
者

一
致
す
る
。
漢
訳
の
傍
線
部
分
は
A
.
 P
.
 の
傍
線
部

分
に
一
応
対
応
す
る
が
、
A
.
P
.の
趣
意
は

「
浬
繋
人
は
実
在
し
な
い
」

と
い
う
が
、
漢
訳
で
は
そ
の
意
味
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
浬
桀
に
関

す
る
こ
の
例
は
大
明
度
経
に
繰
返
し
出
て
く
る
が
、
大
明
度
経
は
浬
葉

人
が
な
い
と
い
う
の
を
省
略
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
(
ロ
)
維
摩
詰
経

(五

シ

ノ

ヲ

シ

ヲ

ツ
テ

レ
ニ

テ

ヲ

シ

三
〇
上
中
-
)
「
修
二
治
仏
土
浄

一
訓
二
化
諸
群
生
一
由
ジ是

得
二最
刹
一無
ニ

ノ

ハ

人
々
所
行

こ

と
訳
す
る
が
、
梵
文
が
な
い
の
で
、
羅
什
訳
、
玄
焚
訳
、

蔵
訳
の
共
通
な
内
容
を
考
慮
し

て

み

る

と
、

三
訳
と
も
に

「
仏
土
は

空
、
有
情
も
空
」
を
い
う
。
そ
れ
故
原
文
は
三
訳
共
通
に
類
す
る
と
す

浄
土
経
典
の
中
国
化
の
性
格
 (朝

山
)

-85-



浄
土
経
典
の
中
国
化
の
性
格
 (朝

山
)

る
と
、
支
謙
訳
の
み

「
仏
土
の
空
を
い
わ
ず
、

有
性
が
前
提
」
に
な
っ

て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
支
謙
は
、
空
を
有
に
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か

と
想
定

で
き
る
。
因
み
に
準
原
典

の
蔵
訳

で
は
 m
m
-
m
k
h
a
h
 
l
t
a
-

b
u
r
 
Nin
 rn
a
m
s
 
g
y
u
r
,
 
s
e
m
s
-
c
a
n
 
s
e
m
s
-
c
a
n
 

h
d
u
-
s
e
s
 

m
ed
.

〔し
か
し
 (実
際
に
は
)
 国
土
も
虚
空
の
よ
う
な
も

の
 (と
知
り
)
、衆
生

も

(実
在
す
る
)
 衆
生
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
な
い
-
長
尾
雅
人
博
士
訳
よ
り
〕

と
仏
土
、
人
の
実
在
を
い
わ
な
い
。
の
大
阿
弥
陀
経
で
は

「浄
土
は
泥

ク

沮
に
次
ぎ
、
自
然
七
宝
」
と
も
す
る
け
れ
ど
、
他
方

で

は

「説
ご…
快

ヲ

ク

ノ

ノ

ヘ

シ

ヘ

ル

ヘ

ノ

ヘ

モ

善
幻如
ご
仏
所
言
一無
レ有
輌
、
異
こ
 
(一一二

七
上
)
 と
い
う
。
も
し
無
有

一
異
が
、

空
の
意
味
で
な
く
、
前
後
文

の
関
連
か
ら

「
(自
然
七
宝
と
)
 

一
つ
の
異
も
あ
る
な
し
」
と
読
む
の
だ
と
す
る
と
、
支
謙
は
や
は
り
浄

土
の
実
在
を
自
明
の
こ
と
と
漢
訳
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
(
ニ
)
平
等
覚

経
及
び
魏
訳
の
讃
仏
偶
で
は
、
前
後
の
頬
が

一
致
す
る
の
に
、
第
入
碩

の
浄
土

の
空
性
を
い
う
部
分
の
み

一
致
し
な
い
。

平
等
覚
経
 
(
二
八
〇

テ

ヲ

シ

ト

ハ

ナ
リ

ノ

ハ

ニ

ニ
シ
テ

ハ

ユ

ニ

下
)
「令
レ
我
為
二世
雄
一国
土
最
第

一

其
衆
殊
妙
好
 
道
場
瞼
二諸
刹
一

バ

ク

ノ

シ
テ

シ

ル

シ
ク

ブ
モ
ノ

ハ

ペ
シ

ニ

シ
テ

ス

ヲ

国
如

二
泥

疸

界

一而

無

ジ
有

二
等

隻

一
我

当

三
常

慰

哀
、
度

一一脱

一
切

人

一
」

テ

ヲ

リ

ト

ハ

ナ
リ

ノ

ハ

と
あ
り
、

そ
れ
を
踏
襲
し

て
魏
訳
は

「令
レ我
作
レ仏
国
土
第

一
其
衆

ニ
シ
ラ

ハ

シ
テ

バ

ク

ノ

シ
テ

ク

シ
ク

ブ

ハ

ベ
シ

シ
ラ

ス

奇
妙
 
道
場
超
絶

国
如
二
泥
沮
一
而

無
二等

隻

一我
当
三
哀

慰

度
二
脱

ヲ

一
切

こ

と

な

る

が
、

S
.
V
.
 (
A
s
h
i
k
a
g
a
 
本
 
p
.
 
8
,
 
N
a
n
j
i
o
,
 

M
a
x
 M
u
-

l
l
e
r
 

本
 
p
.
 
8
-
9
)
 

で

は
 
k
s
e
t
r
a
 

m
a
m
a
 u
d
a
r
a
 
a
g
r
a
s
r
e
s
t
h
o
 

V
a
-

au
k
h
y
a
m
 
t
a
s
c
a
 
a
s
a
t
t
v
a
t
a
y
a
 

V
i
s
o
d
h
a
y
i
s
y
e
 
|
|
8
|
|
 

と

あ

り
、

t
a
s
 
を
仏
土
と
す
る
と
、
仏
土
の
空
性
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

る
。
蔵

訳
で
も
下
線
部
分
は
 d
e
 y
a
n
 
m
a
 m
c
h
i
s
-
p
a
 

(河
口
慧
海
、
浄
土
宗
全

書
二
三
一
-
二
三
二
頁
)
 と
あ
り
、
や
は
り
仏
土

の
空
性
の
意
味
に
訳
じ

て
い
る
。
中
村
元
博
士
も
同
じ
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
両
漢
訳

の
浄
土
観
は
大
阿
弥
陀
経
の
有
性
を
ひ
き
継
ぐ
も
の
で
あ
あ
ろ
う
。
そ

し
て
大
阿
弥
陀
経
で
は
浄
土
の
空
や
王
制
と
抵
触
す
る
讃
仏
偶
や
無
の

最
上
で
な
く
空

の
最
高
知
を
い
う
往
勤
偶
を
略
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
大
阿
弥
陀
経
は
浄
土
全
体
の
空
性
を
い
う
か
わ
り
に
、
浄
土
の

部
分
的
空
を
い
う
。

即
ち
浄
土
人
の
身
体
、
華
、
乱
風
、
飲
食
、

華
香

自
然
之
物
は
非
世
間
非
天
上
的
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
存
在

の
弁
証
法

は
空
性
を
表
わ
す
。
無
所
適
莫
も
空
性
を
表
わ
す
実
践
の
弁
証
法
で
あ

る
が
、
空
的
な
無
生
法
忍
の
代
替
と
も
目
さ
れ
た
の
で
、
大
阿
弥
陀
経

に
だ
け
無
生
法
忍
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
大
阿
弥
陀
経
等

の
浄

土
の
実
在
性
の
理
解
は
、
後
の
指
方
立
相
観
の
基
礎
と
な

っ
た

の
で
な

か
ろ
う
か
。
亦
、
空
を

「
な
い
」
と
の
み

一
義

的
に
と
ら
え
る
と
、
心

ハ

シ
テ

ノ

ヲ

経
で

「
色
空
」
を

「
度
二
一
切
苦
厄
一」

の
現
世
利
益
的
文
言
に
か

・履

維
摩
詰
経
も
同
じ
利
益
的
改
変
が
あ
る
 (印
仏
研
以
の
2
、
拙
稿
参
照
)
。

大
阿
弥
陀
経
も
疾
病
が
癒
え
、
罪
過
も
救
わ
れ

る
と
い
う
実
際
的
な
も

の
で
あ

っ
た
。
浄
土
経
典
も
、
原
初
か
ら
空
思
想
と
深
く
関
わ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
空
、
浄
土
、
支
謙

(北
海
道
教
育
大
学
教
授
)
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